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特定の情報（特定健診結果、年金記録）
の閲覧・活用をユースケースとした
電子私書箱インタフェース（仮称）等に
関する基盤整備に関する検討を行う。

① 技術的要件に関する検討

② 制度的課題に関する検討

③ 社会保障情報以外の分野における電子私
書箱（仮称）利用に関する検討

④ その他電子私書箱（仮称）構想の実現に
向けた検討

２００８年度の検討範囲
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①様々な本人確認手段を使って
個別にアクセスしなければならない。

社会保障サービス等の現状 サービス提供者の視点

社会保障サービス等はサービス提供者側の視点になっており、個人にとってまだまだ使いづら
い。

国・地方自治体

・電子行政

医療保険者等
・政管健保 ・健保組合
・広域連合

年金保険者
・厚生年金等

医療機関

定年退職
年金受給 引っ越し

転職

保険証 年金手帳 住基カード 診察券

個人

年 金 手 帳

社会保険庁

年 金 手 帳

社会保険庁

健康保険被保険者証

記号□□番号□ □ □ □ □ □ □
氏名 日本 太郎
生年月日 昭和XX年XX月XX日
資格取得年月日平成XX年XX月XX日
事業所所在地○○県○○市○○町1-2-3
事業所名称 ○○○○株式会社
保険者所在地 ○○県○○市○○町○○1-2-3
保険者番号・名称 ＸＸＸＸＸＸＸＸ ○○健康保険組合

交 付 平成XX年XX月XX日
有効期限 平成XX年XX月XX日 住民基本台帳カード

△△市
XXXX年XX月XX日まで有効
生年月日 昭和XX年X月X日
氏 名 日本 太郎
住 所 △△市○○区○1-2-3
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○○県○○市○○町２－２－３
ＸＸ－ＸＸＸＸ－ＸＸＸＸ

××診療所

○○病院
○○県○○市○○町１－２－３

ＸＸ－ＸＸＸＸ－ＸＸＸＸ

③最新の情報が何なのか
すぐにわからない。自ら
チェックすることができ
ない。

②データの保管期限が
あり、過去の情報に
さかのぼれない。

XXXXXXXX
XXXXXXXX
XXXXXXXX
XXXXXXXX
XXXXXXXX
XXXXXXXX

次はどことどこへ
いくんだっけ？

？ ④情報を紙でもらっても、保管が大変。
紙だと情報の活用が難しい。

管理の問題

活用の問題

入手の問題

閲覧の問題



電子私書箱の概念と機能 利用者視点への転換

電子私書箱（仮称）構想の目標
様々なサービス提供者（国、地方自治体、保険者、医療機関等）が保有する国民の情報を、安心かつ容易に入
手・閲覧し、本人が入手・閲覧・管理・活用できる仕組みを実現。

↓
利用者の視点に立ち返り、これらのサービスについて新たな情報の入手・活用スキームを提示。

電子私書箱の主要な機能

年金の画面例

●情報の入手･閲覧
• 様々なサービス提供者で分散している個人の情

報を、本人の意向に基づき集約し、自分の情報
を入手・閲覧できる仕組み。

• 前頁①、③の問題を解決。

●情報の管理・活用
• 収集・蓄積した個人の情報を他のサービスに活

用する仕組み。
• 前頁②、④の課題を解決。

国・地方自治体
・電子行政

医療保険者等
・政管健保 ・健保組合 自
治体・広域連合 等

年金保険者
・厚生年金等

電子私書箱電子私書箱

民間サービス

医療機関
・病院 ・診療所

年金情報
・加入記録
・保険料納付額
・年金見込額

健康情報
・開示された
診療情報

・健診結果

保険情報
・レセプトデータ
・特定健診結果

国民

ACCOUNT
CARD

医療の画面例

電子私書箱で自分の情報を
一括して見ることができる！！

情報を見やすく整理！！
アドバイスが受けられる！！


